
自動車部品などを作る超硬合金鍛造金型用素材ではトップシェア。

材料の混合から成形、焼結、出荷まで徹底した一貫体制の品質管理でユーザーニーズに対応

自動車部品などを製造する超硬合金鍛造金型用素材を製造しており、国内ではトップクラス

 

のシェア。厳選された粉末原料を使用し、混合、成形、焼結、出荷に至るまで一貫体制で行い、

 

品質・納期・コストなどの細かなユーザーニーズに対応している。

ユーザーが求める品質の多様化にも対応

鍛造用金型素材には、耐摩耗性や耐衝撃性が求められるため、タングステンカーバイト（Ｗ
C）やコバルト（Co）などのレアメタルを加えて強度、硬度を強化しているが、最近では圧縮

 

強度や耐食性といった品質も求められており、これらに対応した材料も開発している。

脱レアメタルの新素材・高機能合金に向けてさらなる技術開発

金型の耐熱性や高硬度を付与するためレアメタルを多用することになるが、近年レアメタル

 

の価格は急騰しており、それらに代わる新素材が求められている。同社では脱レアメタルの新

 

素材の開発や、高機能合金、長寿命で低コスト金型などの開発を県の工業試験場や大学と共同

 

で取り組んでいる。
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